An Interpretation of A Rorschach Protocol of An Old Age Dementia Woman by 眞砂, 美紀 & 氏原, 寛
一169-
大阪市立大学生活科学部紀要・第36巻 (1錦町
痴呆性老人のロ ールシャツハ解釈
員砂美紀 ・氏原寛
An Interpretation of A Rorschach Protocol of An Old Age Dementia Woman 
MIKI MANAGO and HIROSHI UJIHARA 
はじめに
老年期のロールシャツハ反応1:ついては繍断的な方法
を周いた研究が早くから行なわれている。テス トの創作
省であるロールシャツハ自身がすでに 3つのPathogno-
mlCサインを仮定しており，1)Klopfer， W. G. (19 
46)が乙れを実証したf)以後老人のロールシャツハ反
応の研究は多く ，Prados， M. & Fried， E 
(1947)3)， Davidson， H.H. & Kruglov， L. 
( 1952)り ，Ames， L.B. (1960)5) らのものがあ
る。日本でも下仲をはじめとして多くの報告がある。6)
中でもAmes.L. B (1954)は老人の精神的老化を
考慮し，独自の老化指標を設けて200名の対象をnormal，
pre・senile，senileの3群に分領したJ】人間の精神老
化がローJレシャツハ・テスト上にどのようにあらわれる
かは現在に至るまで注目され絞けており，日本でも精神
的老化サインの研究や，老人の精神機能の特質の研究な
どがあらゆる方法で検討されつつある。
しかし乙のような研究の中ではいわゆる老化性痴呆に
ついては触れられていない。老化性痴呆は特別な治療法
もなく，回復の見込みがない事や，テストにのりにくい
乙となどの〉ら研究にはほとんど興味が持たれなかった。
乙のため老人が増え，特に痴呆性老人の増加が問題となっ
ているにもかかわらず，ロールシャツハ ・テストからみ
た痴呆性老人に関する情報はたいへん少ない。
筆者は以前，痴呆性老人にローJレシャツハ・テストを
胞行し，その情的分析から痴呆性老人のいくつかの特徴
を報告している。6) けれども，老年期は個人差か大きい
うえκ，特tζ痴呆の場合，環境の影響が大きいζとも忘
れではならない。痴呆症状の介議という点を考えても，
より個人的なレベルで・特徴をとらえる必要性を感じてい
る。
本論では事例解釈を湿して，さらに詳しく痴呆性老人
のロール‘ンャッハ反応について分析してゆく乙とにする。
( 1 ) 
事 OlJ 
1.症例経過
Sさん.女性.81才.老年痴呆
Sさんは73才の時，長護老人ホームに入所した。昔は
学校の先生をしており，教養も高く，ホームでは編物，
書道，茶道と活発なクラブ活動も続けていた。しかし79
才の時，同じ事を何度も言ったり，お金がなくなると言
い出したりしたため，ホームの皆IL“ボケた"と言われる
ようになる。同7月，精神科を受診。知能検査では長谷
川式痴呆スケーノレ29.0/32.5点，N式精神機能検査90/
100点と，知的機能の低下はさほど見られなかったが，
症状から見て老年痴呆の初期ではないかと診断された。
後々のフォローアップで， 8さんが老年痴呆である乙と
が確認される。
8月頃には“乙乙には友人がいない。寂しい。川娘の
ととろに行きたし、。 "など，ホーム内の人間関係が恩う
ようでない事を寮母に訴えている。9月，編物も恩うよ
うに進まず，数がわからなくなる。 10JlILは指示しない
とじっとl返り込んだままという状態が続いた。乙のよう
な状態で半年あまり長護老人ホームで生活したが，痴呆
のための介滋が常に必要となり，翌年6月，特別養護老
人ホームに入所した。
入所後は全く洛ちつかず，自分の部屋もわからなかっ
た。 50分間1:10数回も廊下を行き来している状態は 1日
中続き，隣のベッ卜の Tさんをはじめ，同室者がSさん
をうっとうしがった。入所して2ヶ月しでも落ち着かず，
便所に何度も行くという行動が見られるようになる。や
がて失禁がはじまった。 9月になってもまだ食堂，ベッ
ト，ト イレを往復する日々が続き，あまりの不安定さに
寮母からの依頼があり，知能検査， ロー ノレシャツハ ・テ
ストを胞行した。プロ トコルは後lζ縦併するが，乙のテ
ストの結果， 8さんの部屋が替えられた。
部屋が轡わった後のSさんは，以前のような激しい俳
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御はみられず，比較的落ち着いたようである。失禁はな (7 ")①ピエロみたい。ちょっと恐い顔
お続いたが，部屋を替わって3ヶ月で表情は穏やかKな <lng>角 (D2) ， ~ (8) ，ロ (D1 ) ，目はない
り，じっとベットに座っているなど，安定しているよう ①W8， Fm Hd -0 • 5 
であった。 第2回
時々，身体の調子が懇く不眠が続いたり，ブザ をー押 (15" )①人の顔
して寮母を呼び続ける乙とがあったが，同室の人は緩々 <lng>乙れ目 (D2) ，鼻 (8)，ロ(D1 ) 
な気づ.かいを見せている。特』ζAさんはSさんの調子が
悪そうな時など，“熱があるみたb、"と看護婦に言いに
行くなど， 8さんの面倒jをよく見ていた。
だが残念な乙とに痴呆は進行しているようであった。
転倒が多くなり，食事も上手に食べられなくなった。食
堂ではじっと 1時間以上も緒子κ座っており，自ら話す
事は全くない状態である。前回の検査から 7ヶ月が経過
していたが， 8さんの痴呆の進行状態を把握するために
再び知能検査を施行し，同時Kロールシャツハ ・テスト
も行った。
2.知能検査からみた経過
知能検査は長谷川式簡易痴呆スケーノレと， N式精神機
能検査を施行している。長谷川式テストでは第 1回目
(861， 9) 21.0/32.5点が才2回 (862，4)には
15.0/32.5点まで落ちている。またN式検査では l回目
71/100点が2回自には60/100点とやはり点数が低く
なっている。
具体的には第 l回目の検査では場所や年令，ホーム入
所年などがかろうじて答えられていたが，第2回目の検
査ではそれらがわからなくなっている。また，時計が読
めなくなっている他，記憶再生力も低下し，作絡の傾向
も認められた。
知的機能の低下はやはり半年間K進行し，軽度から中
度の痴呆K移行しつつある乙とが明らかとなっている。
3.プロトコル *スコアリングはクロッパ一法による
I図版
第 l回， 861， 9 
(15")①ちょっと恐い顔
<lng>耳 (D5) ，目〈中央上， 8X 2) 
口(中央下)
①W8， Fm， Ad， 1. 0 
第2回， 862， 4 
( 2 ")①コウモリ
<Ing>乙ζらへん羽 (D2) ，頭 (D6) 
胴(D4) 
①W F A P 1.0 
E図版
第 1回
( 2 )
①W8， F Hd 1.0 
m図版
第 1回
(15")①乙れが口(D3) 
<lng>顔。ちょ っと恐い顔
頭 (d2) ，鼻 (D1 )。乙のあたりに目がある。 (d
2とDlの間， 8) ，ロ (D3)，頬(D3とD5の問.
8) 
①W8， Fm Ad -1 •0 
第2回
(13")①人がふたりいて何か乙しらえとる。
<Ing>人 (D8x2)，乙れは臼 (D3) 
①W M H P 1.5 本0.5はOrganization
IV図版
第1回
(15")①恐い顔 ②コウモリみたい。
<lng>①目(中央内部)，鼻 (D4)ζの辺りに口が
ある。(DlからD2にかけて)乙乙なし。(D3) 
②乙乙 (d1 )コウモリの角，乙の辺関節，あし(D3) 
①W Fm Ad -1.0 
②W F A -0.5 
第21回
( 5 ")①コウモリ
<Ing>頭 (d2) ，胴(D4) .羽(D2上方も含む)
向乙う向いてるの。
①W F A 
V図版
第 l回
(11" )①コウモリ
1.0 
<lng>胴が短L、(D1 )羽が大きい。(D2) 
①W F A P 1.0 
第2回
(2 ")①チョウチョ
<Ing>胴(D1) ，羽 (D2) 
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①W F A P 1.0 
VI図版
第 l回
(11 ")①トンボが止まっている。
<Ing>羽線があるしトンボ (D2)。顔とは迷うな。
顔ゃったらな，鼻のと乙ろにトンボが止まっている。
(D4，界〉
①D FM A 1.0 
第2回
(10")①トンボ。乙乙んと乙口でくわえてる。
<Ing>トンボ(D2)。何かがトンボくわえてる。ト
ンボのしっぽ(D2下部)口 (D1上部)
①W FM A 1.0 
vn図版
第 l回
(8 ")乙れ顔
<Ing>頭の安(D2+D3)目(中央SIC2ケ所指示)
口 (S，下方 edge)髭 (D1 ) 
①WS F Ad 一1.0
第2回
(20" )何かの口
<Ing>全部口。(手でなぞる)
①W F Ad 0.5 
咽図版
第 l回
が似てる。
①dr FC plt ー1.0
以図版
第 l回
①乙れ薬っぱ②ζれ口。 ζれ顔
<Ing>①乙の形がな，葉つは(D1 ) 実(D2)② 
ちょっと恐い。祭 (D2)，目 (D1内部)，興 (D7)
頬 (D1) ，ロ(D6上S)，口の髭(D6) 
①dr F Plt 0.5 
②WS Fm Ad -1.0 
第2回
①花.乙れ葉っぱ
<Iug>花 (D2) ，祭(D1 ) ，花(D6)色が似て
る。
①W CF plt 0.5 
X図版
第 l回
(8 ")①乙れ頭 (D3) ，乙乙IC白がある。 (D3内
S)乙れが着物， ズボン(中央S)， t英機(D10，D12) 
じんべさん(D17)，ひも(D8)何か持つてはるね
(D 1 )。
②乙れ花 (D15，D11) ，虫
<Ddr F，→M， H， cloth 1.0 
②dr F plt A 0.5 
(25")①何かの実やね。 x凶版
①乙れ頑 第2回
<Iug>①全体。乙の形から(外部edgeを陪でたどる) (8 ")①人がじんべさん若てる。何か待つてはるわ。
②ζれ頭 (D5)，目(D4内部〉髪(DI) 手品してるみたいなね。
乙の辺IC口がある(D6内部)，髭 (D7) <Ing>頭(D3)。何か持つてはる (D1 )，じんべ
さん。形が似てる (DI7)
①W F plt -1.0 
②W F Ad 1ー.0 ①dr FM， H， cloth 1.0 
第2回 <量的分析> 第l回
( 9")①くだものみたいだねえ。 R : 14， W : 5， WS : 5， 
D : 1， dr : 2， drS: 1， 
<Ing>ζ 乙葉 (D4)，ζれト 7 卜(D1+D2)色 M : (1)， FM: 1， Fm : 5， 
( 3 ) 
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F : 8， H: 1， Hd : 1， 
A : 3， Ad : 6， plt : 3， 
P : 1， FL :一0.14
(咽+lX+X)%: 42.9$ぢ
Rej. Fail :なし F%: 57.1% 
F+% : 14.3% 
(H+A) : (Hd+Ad) = 4 : 7
<量的分析> 第2回
R : 10， W : 7， WS: 1， 
dr: 2，M: 2，FM: 1， 
F : 1， FC: 1， CF: 1， 
H : 2， Hd : 1， A : 4， 
Ad : 1， plt : 2， 
P :'3， F・L=0.75
(澗+lX+X) % : 30$彰
Rej-Fail :なし F必:50% 
F+% : 80~彰
(H+A) : (Hd+Ad) = 6 : 2 
考察
1 )第1回のプロトコルについて
Klopfer (1954) によると，一般成人の平均反応数
は20-45であるが，老人の場合は健康群で15-16(平田
: 15.2 ，桑原:15.9 ，下仲:16.2 )が報告
されている。また，痴呆性老人の場合，反応数は低くな
ると言われており，小野(1972) の報告では11.8となっ
ている。
Sさんの反応数は14あり， te-aや失敗はなかった。特
i乙金色彩図版では生産性が憎しており， Sさんなりのや
り方で場面に参加しようという怠欲が保たれていると恩
われた。
反応、領主義はVI図版のD，lX・ X図版のdr，drSを除い
てWSかWである。 Baker(1956) は脳器質疾患のロー
ルシャツハ反応に特徴的な26の指標を見出しているが，
その中に図と地を弁別するζとの困難さをあげている。
乙れは未分化空白反応があいまいなWと結合した反応で
あるが，今回のプロトコノレでは顔の反応の大部分がこの
反応と考えられた。またVI図版では初めてDが認められ
たが，質疑の段階では下部DIILも言及され，乙れもB
akerの指標のインク像の分割l不能に近いと恩われる反応
である。
反応領域から見ると器質障害の影響がずいぶんあると
思われるが，陰影図版や色彩図版で犯渥型が変わってい
る事は注目される。これについては後に述べる。
(4) 
次iζ体験裂である。まず自につくのはF+%: 14.3， 
FL:ー0.14，という形態知覚の悪さであろう。とれ
は“恐い顔"という固執反応が10図版のうち 7図版まで
与えられた乙とによる。すべてプロットに続念を適合さ
せようという努力はみられるのだが，不正li7tなものに終
わってしまっているのである。
形態反応は外界をありのまま，客観的に受け入れる態
度に通ずるものであり，乙の反応が崩れるのは周囲の状
況を一般的，常識的』ζ受けとめる事が困重症になっている
状態を示している。 Sさんの形態反応、の崩れからすれば，
生活面での不適応は容易に察せるし，またその程度も著
しいであろうと恩われる。
と乙ろでSさんには運動反応がいくつか見られる。 vl
図版の“トンボが止まっている"というFMや， X図版
の“何か持っている"というM傾向，それに閤執反応の
“恐い顔"に伴ってFm反応が5つ与えられている。運
動反応は動きのないプロットに勝手1:動きを与えて見る
ととから，外界を自分の思うように受け入れる，主観的
な態度に通じるといわれている。周囲の状況を自分なり
に見ようとする態度はSさんにも少しは銭されているよ
うである。
ととろがSさんの5つのFmは，表情iζ他象的な不吉
な力を認め，それに脅かされているというものである。
乙のような場合，運動感覚が主観的な，自分なりの見方
をする態度を示すと言っても主体のあり方がM反応やF
M反応K比べてずいぶんと違う。プロトコルから明らか
なように，主体は制御の及ばない力K圧倒されており ，
自分でコントロールできない内部の動きにふりまわされ
ている状態にあるといえる。よってSdんは状況を自分
の思い込みで受け入れる乙とがあるが，乙の思い込みは
主体的で能動的なはたらきかけではなく，むしろ主体を
脅かす，受動的なものとしてしか受けとめられない傾向
が強b、。乙のために不安も強く，常IL被害感から抜けき
れない状態が続いているとも考えられよう。
さて，ロールシャツハ反応では色彩反応が環境との関
係，特K対人関係場面での情緒的なかかわりを示すと言
われている。しかしとのプロトコルには色彩反応は lつ
もなし、。だからSさんが日常生活で怒ったり泣いたりと
いう情緒的な反応を示す事はまずないて-あろう。と乙ろ
が咽図版では反応時間が25秒と遅れているし，酒図版i乙
実，医図版lζ業という反応が与えられている。lX図版，
X図版では杷鐙型がdrとなっているし，図版の色彩κ対
する感受性のある事はほぼ間違いないと言っていい。
環境からの刺激に一般的な反応を示す場合，金色彩図
版への反応は全体の30-40%と言われている。 Sさんの
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場合，色彩図版で生産性が増しており，42.9%であった。
乙乙からもSさんが環境からの刺激を充分受けている事
が考えられる。
おそらくSさんは対人関係の中でかなり動かされ，精
神活動が活発になるのだが，感情を直接点現するよりは
それらを内に泌めたまま，黙々と対応しているのであろ
う。色彩図版の把握型の変化は，情緒的刺激によるSさ
んの“揺れ"を示しているように思われる。湖図版，1X
図版で色彩の影響を強く 受けたと恩われる反応が第一反
応に与えられ，すぐ“顔"の反応iとなっているあたりは，
Sさんの感情の動きが不安による緊張のために止められ
てしまった感じである。
陰影反応、は周囲への愛情期待を示すと言われているが，
Sさんには乙の反応も見られなし、。けれどもVI図版では
それまでW傾向の強かったSさんが突如，陰影の強い下
部を避けてD反応を出しているし， W図版では“顔"の
反応Ir.初めて“髭"が加わっている。やはり陰影に対し
でも刺激は受けているが，避けたり，また時にはチクチ
クと痛く感じられるものとして受けとめられているよう
である。
先から見てきた反応と考えあわせると， Sさんにとっ
ては周聞の受け入れはあまりよくなく ，期待するような
やさしい待過が得られないままに終わっている'Jが推測
される。
またSさんの反応内容は10枚中7枚までが“顔"であ
る。乙れは人間の顔とも，動物の顔ともはっきりした指
摘はないが，頬や髪，髭の街摘からおそ らくは人の顔で
あろう。日縞(1981) は ilζらんでいる顔Jというの
は“外界を危険なものと感じ，他人への務疑心を有する
と考えられる"と述べているし ，Philips， L & S 
mith. J. (1953) も顔の反応が多い腸合は，“不安
や疑いの態度が表われているようである。"と述べてい
る。やはりSさんには周囲の人聞に対する不信感が相当
強いと考えざるを得なし、。常に人から脅やかされている
という窓議がSさんを不安にし，強い緊張をもたらして
いると考えられる。
以上のような観点から次のような事が言えよ う。 Sさ
んは痴呆lζよる精神機能の低下のために現実吟味力が弱
まり，ありのままに状況をとらえる乙とが簸しくなって
いる。にもかかわらず，白分なりの見方で物事を見ると
いう態度がわずかながら妓っているうえに，他人の情緒
的な言動にも敏感である。そしてそのためにSさんは他
人に脅やかされていると思い込み，周囲の人々に対する
不信感を蒜らせ，不安が強まっていったのだろう。 ζの
不安のために緊娠は高く ，感情の自由な表現も出来ない
( 5) 
まま，結局何を見ても“脅やかされている"としか感じ
られなくなってしまったようであった。
2 )第2回のプロトコルについて
反応数は前回の14から 1図版l反応の10へと低下して
いる。知能テストでは痴呆の進行が認められたが，乙の
反応、の減少も知的低下に伴う生産性の低下とうけとめら
れる。全図版を通して前回のような細部の指摘はなく ，
指摘部分が大ざっぱになっている。桑原(1974) は老
人がプロットの細部lζ乙だわる事について“細部への乙
だわりは老人の現実への参加の現われとして解釈される。 "
と述べているが，そのような観点からすれば，Sさんの
現実への参加意欲は第 l回自に比べて低下したと言えよ
つ。
しかし反応の質は前回よりもむしろよ くなっている。
“恐い顔"のPerseverationは消失し，場面に応じた反
応が出せるようになっている。
形態反応、は第 l回目ではPerseverationのために崩れ
が目立ったが， 今回はぎりぎりのところでマイナス反応
とならないものが多 く， F+% :別労， FL : 0.75 
と前回よりも値は高くなっている。以前よりはその場そ
の場の状況がわかるようになっており，極端に間違った
受け入れ方をすることはなくなっていると思われた。
反応、領域は以前と同じく W傾向が強b、。 形態水準もお
くはなく ，やや状況は前よりわかるようになってはいる
が，場面を漠然と知覚する以上の恨はでき難い状態にあ
ると言えよう。物'Jを具体的・現実的に把獲する慢は難
しい。
と乙ろで，第 1(国と同様，色彩図版て・はdrが2つ出さ
れている。咽図版で‘は領減がdrとなる他，F' Lもマイ
ナスに落ちており ，Sさんが色彩の受け入れKなお感っ
た乙とを示している。乙れについて後iζ述べる。
さて，運動反応であるが，第 l凶のFmがPersevera
honの消失Kよってなくなり， Mが2つ，FMが lつと
いう結果になっている。 皿図版には平凡反応、の人間像が
現れ，VI図版， X図版の運動も前回より強く出ている。
先にも述べたが，選動反応は状況を自分なりに受けとめ
る態度に通じている。 Mはそのような態度に使われるエ
ネルギーが自分の中で、うまくコントローノレされている ζ
とを示し，FMは自分のものとしては感じられないため.
他人のものとも感じられず，漠然とした力として感じら
れる乙とを示していると考えられる。 mが消え，かわり
にMが生じている唄はSさんが理由のわからないプJ，即
ち不安に振り回される事なく状況を洛ちついて主体的』ζ
受けとめられるようになっている乙とをあらわしている。
Mの内容も，“人がふたりで何かを作っている"という
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共感的なものであり，8さんが漠然とではあるが周囲の
状況をPositiveにとらえている乙とが祭せられるので
ある。
そ乙で対人関係1:通ずる色彩反応を見てみると ，FC 
とCFがlつずつ与えられている。もともと色彩には敏
感であったSさんだが，乙の時点で色彩反応が出せてお
り，日常生活では周囲により情緒的な反応を返せるよう
になっていると恩われた。しかし，反応の形態水準は低
く，特jC最初の金色彩図版である咽図版は， 把握型が崩
れた上にマイナスの反応となってしまっている。色彩図
版へのショックと考えられよう。
先から見てきたように，8さんは客観的な知覚能力が
かなり低下している。そ乙へ感情の動きが加わり，感情
表出はできるものの，それは状況を見きわめてコン トロー
ルできるものではなし、。また，色彩が初めて現われるE
図版では“人の顔"の反応が残されている。 赤色部が目
と口jC使用されているζとからも，まだ人との関りには
多少不安が残されているようにも恩われる。
陰影図版からもSさんの情緒函が以前のような緊張を
帯びたものでない事はうかがわれる。父親図版と呼ばれ
る権威的なW図版で，コウモリは後ろ向きになっており，
脅やかされているような感じはなし、。さらにVI図版，VlI
図版では口容的な反応が出されている。Sさんの甘えた
い願望がストレートにあらわされているようである。
平凡反応、も l個から3個IC地えており ， (H+ A) 
(Hd + Ad)の値も好転している。不安が消失する
につれ，一般的な状況の受け入れができるようになって
いるようである.
周囲の状況をPositiveに受けとめ，依存欲求や感情
を表現し易い状態にあると言えよう。ただ，まだ乙の時
点でやはり対人関係には不安が伴っている事も確かであ
り，他人との情緒的な交流にズレが生じる事も多々あろ
うと考えられる。
3 )各図版について
乙乙で・は各図版について，第1固と第2回とを比較し
ながら述べる乙とにする。先IC述べてきたことと重なる
部分も多いので，ごく 簡単にそれぞれについて触れる。
I図版
l回目は15秒かかってW8で“ちょっと恐い顔"であ
る。2回目は2秒でPのコウモリであった。第 1図版の
最ー初の反応からは新しい湯函に対する態度を知る事がで
きるが，多くの人が認める平凡反応を出せるか否かは重
要である。 1回目は最初の反応から恐い顔が出されてお
り，新しL、場面への対処1:不安を感じているζとが乙と
からもう理解される。2回目は2秒という短い時間に平
( 6) 
凡反応を出せており ，1回自に比べて吟味の時間は短く
なっているものの，一般的な受け入れのできる状態を示
していると考えられよう。
E図版
どちらも顔の反応で，指摘部位にあまり変わりがない。
D2の角が自になっただけである。l回目は l図版でか
かった時間の半分で，ピエロみたいというユーモラスな
反応が出たが，それが念、1:“ちょっと恐い顔"となった。
筆者はピエロの恐い顔とうけと ったが，必初の色彩図版
fこ、し，赤色郡とピエロ糾肋朝係していたかもしれない。
後の咽， IX図版の反応と同様， 色彩に刺激された後，顔
の反応、が出てきたとすれば，ピエロと顔の反応はsIJ々の
反応、という乙とになる。色彩に対するSさんの態度を考
えると，後者の可能性が強い。質疑段階での確認が必要
であった。 1回目の反応がすんなり与えられたのに対し
て2回目は逆に l図版より時間を要している。顔Iζ表情
はなく，角も消えたが目が出ており，脅やかすものでは
ないが，見られているという感じを伴う反応となってい
る。またどちらの反応も赤色部と白部のみの指嫡である。
Sさんが赤色に対して敏感であり，元来対人関係に敏感
であった人のように思われた。
E図版
同じくらいの反応時間で， “恐い顔"と人がふたりで
何かζ しらえとる"というもので，極端な変化を示した
図版である。乙の図版は最も人間像が見られ易く， K-
lopfer (1954) はζの図版ICMが見られない時は，
対人関係に何らかの問題があるとしている。 l回目は人
間像への言及が全くなく ，8さんの他人への不信感がい
かに強いものであったかが理解されよう。さらに乙れら
の反応は，痴呆が進んでも環境の支持により，本来持っ
ていたエネルギーを十分回復できるという ζとを示して
いるように恩われる。
W図版
1回目は15秒かかって恐い顔，コウモリであったが，
2回目は恐い顔が消え， 5秒でコウモりだけが反応とし
て与えられている。閉じコウモリであるが， I回目はコ
ウモ リの角や足の指摘があり，破域的な明細化のために
かえって形態水準が低くなっている。 15秒というのも吟
味K要した時間と受けとれ，吟味の能力があるが放に形
態水準を下げる結果になってしまったと考えられる。
V図版
1秒でコウモリが2秒でチヲウチ ョとなった。乙の図
版は最も形態が明確であり，平凡反応が出され易いと言
われているが，1 [副自ではやっと乙とでPerseveration
が切れ，平凡反応が出されている。i回目の検査ではS
員砂・氏原.痴呆性老人のロールシャツハ解釈 -)75-
さんのF+は乙の反応、だけだった。よって乙の時期，8 
Sんが状況をありのままに正しく理解する ζとは，よほ
ど明確な喝而でない限り無理であると言える。 2回目で
は瞬時KN図版のコウモリとは別な，チョウチョが現れ
ており，受け入れの早さと，柔較さが感じられた。
vl図版
ζれも2回ともよく似た反応で，D2Kトンボを見て
いる。 l巨|白はDH絡を“顔とは違う"と否定しながら
も，~;\のと乙ろに ト ンボがとまっていると言い ， 2回目
は何かがトンボをくわえているとDll認に言及している
あたりもよく似ている。もともとSさんは陰影図版に:!i
労するタイプの人であったのではなかろうか。恐らく長
初は陰影を避けたのであるが，フーロ y ト分割できず，言
放せざるを得なくなったのであろう。 2回目は依存欲求
が刺激されたのか，“口"がトンボをくわえているとい
う口容的な反応になっている。
W図版
ζの図版は「母親図版Jとも呼ばれるくらい母性的な
ものに関係するものである。 I回自にはわざわざSの部
分1<:自を想定し，ひげまでつけた顔という反応である。
それまでの反応はすべて“恐い"と言われていたが，乙
ζでは指摘がないのも，何か図版のもつやさしさを感じ
ていたからではないだろうか。 2回目は一転して全部口
という。口唇欲求の強い反応、jζ変わっている。反応する
までに20秒もかかっており，陰影を自にしてから口とい
う依存性の高い反応を出すのに，やや抵抗があったと考
えられる。
1・図版
1@]目の反応時間は25秒で，それまでの反応時間K比
べてやや遅くなっているが， 2回目は9秒と速b、。乙れ
は日図版とi1!の現象である。つまり，日図版では l回目，
反応時間は7抄と速く， 2回自になって15秒とやや遅れ
ているのである。乙れは l回目では金色彩に戸惑いを見
せたが，2回目では既にH図版の部分色彩で戸惑いが生
じた'Jを意味している。
Rorschach (1942) は，I図版や皿図版に色彩反応
を答える場合は，感情を自由に示したりする傾向がある
が，V1I凶版以後1<:生ずる場合は，感情を抑制する傾向が
あると述べている。 Sさんの場合，2回目の方が色彩lζ
対して敏感に反応できており，また色彩反応も出せてい
る'Jiから，1回目よりは感情の表現が自由になったとJ雪
えられる。けれと・も但握型がdrになり，形態が全く崩れ
てしまっているし，[， m， V図版K見られたP反応が
この凶版には見られなL、。感情の表現は容易になったが，
コントロールは不可能である事が察せられた。
( 7) 
lX図版
l回目，2回目ともに緑色部に築が出ており，それに
暖色部の実と花が加わっている。8aker(1954) は脳
損傷が中度から重度に進むにつれて， r花Jなど，受動
的で・隠やかなCFを答えると述べている。少しはそのよ
うな影響もあるかもしれないが，拒否の多くや.じる図版
lζ色彩反応が生じるあたり ，8さんとの情緒的な交流の
可能性を示しているように恩われる。
X図版
どちらも人間像で，ほとんど同じ反応である。 l回目
は部分部分の指摘は多かったが，概念としてのまとまり
に欠けていた。 2回目は部分の日月細化は少ないが，“人
がじんべさんを者て手品をしている"というまとまりが
ある。 溜， 以幽版では色彩に苦労したが，乙の図版では
混乱は見られず，8さんの動揺が回復可能な範闘で治ま
る事がうかがわれるo
4 )反応の変化について
乙乙まで報告してきたように，8さんは知能検奇では
痴呆の進行が認められながらも，ロ-)レシャツハ ・テス
トでは，反応、がむしろ良質のものに変化している。痴呆
が進むにつれて，ロールシャツハ ・テストの反応が悪化
すると考えられがちであるが，必ずしもそうではない乙
とが，今回のSさんの事例よりうかがわれた。
Sさんのローノレシ ャツハ反応の変化は ，Perseverati 
onの消失による形態知覚の回復，M反応の出現，色彩に
対する感受性の表出があげられるが，中でも目立つのは
Perseverationの消歴で‘ある。
痴呆性老人のプロトコルにはPerseverrationがよく
見られる。 Perseverationは日otrowski(1937) の
“Organic 8igns. (脳器質疾患指標)の lつにもあ
げられており ，老化性痴呆が器質変化K伴う疾患である
拳からすると，痴呆性老人にみられる事は不思議で・はな
い. 重度痴呆では 2 才~4才の幼児にしか見られないと
言われるmagicrepetitionの見られる事もある。乙のよ
うな幼合.反応内容は I図版の影響で“コウモリ "であ
る事が多い。
しかしSさんの場合，1図版の l反応が“恐い顔"で，
乙の恨が恐怖心をまず裏つけていると考えられた。tlilζ
器質性のものにとどまらず，もっと心理的な障害の結巣
固定統念にとらわれたためのPerseverationと考えるの
が妥当であろう。 2回目のテストで..Perseverationが消
失した事からも乙の事は考えられる。もし器質降dから
くる自我機能障害の影響が強いならば，2回自のテスト
でもコウモリかチョウチョのPerseverationが出てくる
はすである。
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だからSさんは老年痴呆という疾患そのものによって
紋切型の見方しはできなくなったのではなし、老年痴呆
を煩い，精神機能が低下したところに心理的な圧迫を受
け，さらにそれらの圧迫に対して敏感であったSさんが
“匂やかされている"という固定観念を持ってしまった
結果，紋切型の見方しかできなくなってしまったと考え
られる。
2回目のローノレシャツハ反応に変化が見られるには，
2つの理由があるように思う。まず 1つは痴呆の進行で
ある。 l回目の反応で細かい部分までフeロッ ト指摘がか
なり見られた。言い換えればそれだけ細かい部分にも気
がつき，かかわろうとする努力もあったという事になる。
しかし，2回自になると指鏑は少なく ，反応、も漠然とし
たものが多くなった。言わばそれだけ気になるものが少
なくなり，意欲が低下したという事でもある。 Sさんの
ように周囲の人に対して敏感な人の場合，何もかもが気
になって，それに一つ一つ対処しようとするよりも，あ
る程度のレベルで漠然と状況を受けとめられる方が，蕗
ちつけるという皮肉な結果なのかもしれない。
もう lつは周囲の状態である。養護老人ホームや特別
養護老人ホームの溺合，痴呆性老人の同居者に対して，
“大変だ、けれど辛抱して"と働きかける事はあるが，痴
呆性老人に対して“いやがられて大変だけど辛抱して"
という事はなし、。最初の部屋では同室者がSさんをうっ
とうしがったが，8さんもまたうっとうしがられるのが
よくわかり，辛抱していたので・あった。
部屋がかわり，何かと気にかけてくれる人ができた事
で， 8さんの恐怖心は弱まった。そして不安が柔らげら
れ，紋切型になっていた知覚様式はある程度の現実吟味
力を増し，漠然、とではあるが場に応じたものの見方がで
きるようになっていった。
キ寺1L2回目の反応では，感情の表現が以前よりは自由
になり，依存欲求も示し易くなっている事が示されてい
る。それκ伴い， 8さんが保っていた内的な豊かさも鐙
設的1:使用されるようになり，落ち着きをとり戻したと
考えられる。昔は人聞を教える立犠lζいた人であるだけ
に，人への関心は強く， 8さんの症状の安定には周囲の
人間の配慮が不可欠であったろう。
けれども残念な乙とに， 8dんの対人関係はスムーズ
に運ぶものではないであろう。感情の表現は見られるよ
うになったが，その表現法に無理がある。感情が表現で
きるという事はSさんにとっては大変大事な事であるが，
その表現が普通でないため，対人関係はぎくしゃくする
事があるように思う。猛烈に怒ったり，泣きわめいたり
というような激しい動きはないであろうが，表情が竪く
(8 ) 
なったり，ニコニコしたりで，周囲からは気分屋IL見ら
れるかもしれない。乙の点を受け入れられるか，拒否さ
れるかで， 8さんの症状IC大きな影響が見られると恩わ
れた。
おわりに
以上，痴呆性老人の2度tζわたるロールシャツハプロ
トコル，およびそれに対する解釈を示した。乙のような
痴呆性老人の事例報告は現在まで皆無であり，臨床場面
に少しでも役に立てばと思っている。痴呆性老人のロー
ルシャツハプロトコルは様々な障害を考慮に入れなけれ
ばならないうえに，情報量が大変少ないため，解釈作業
も困難であるが，直接語られない老人の不安や戸惑いを
介護側が知るためにはよい情報源であると恩う。
痴呆性老人は脳器質の変性』ζ伴って知的低下が生じ，
乙乙IC二次要因と言われる身体疾患によるストレスや精
神的なストレスが加わるためにより混乱を起ζして症状
が悪化すると言われている。五島 w泌5) は個々の老
人の二次要因が何であるかを十分観察して取り除く，あ
るいは軽減させる乙と，さらには新たな二次要因が加わ
らないように配慮する事が痴呆性老人の介護であると述
べている。
対人関係湯函での会話が減少し，自己表現が乏しくなっ
てゆく痴呆性老人はともすれば，まるで意識や感覚がな
し、かのような処過をされやすい。そしてその壌がさらに
痴呆症状を悪化させるという悪循環につながっている。
単に痴呆の進行として片付けるまえに，われわれはもう
一度老人の心に自を向ける必要がありそうである。
付記>本論は員砂が施行したローノレシャツハ・テスト
を解釈する際IL，氏原との討議を経，最終的iζ録砂がま
とめたものです。よき紫材を提供して下怠った被検者の
方に感謝至します。
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Summary 
In this study， two Rorschach protoco1s of an old age dementia woman are given and interpreted. The client suffers 
from seni1e dementia. 
The first Rorscharch test was given two years and three months after her attack of dementia. The response of 
"human face" was given for almost al cards. The form level was low. Color response and shading response did not 
app伺r，but a sensibility to co10r or shading was found. 百四rewere som巴moveresponses and "m" responses tha t 
appeared. It was clear that she had a strong degre巴ofum巴stand was in an unstable situation. 
After six months， the second Rorschach test was given. The resu1t of an intelligence test showed a progress of 
dementia but that of the Rorschach test showed rather her pr巴senceof mind. Perseveration faded away and the form 
level was higher.“M" responses appeared and "m" responses disappeared. Co1or responses were given too. 
ηlese changes of responses were brought on by the progress of dementia and support from her circumstances. 
The progress of dementia got rid of her hairsplitting， and so， the client found it easier to und巴rstandher situation. 
Moreover， expressions of feelings and the need for dependence became easier， too. 
The client changed her room during these tests and her new room mates accepted her favorab1y， which inf1uenced 
her heart very much. lnspite of the progress of dementia， her menta1 state took a favourable turn by the circumstances. 
But now she finds it difficult to control her feelings， soher assistant must not reject the expression of these feelings. 
In that case her dementia symptoms will grow worse. 
( 9) 
